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Part-2では、業界でご活躍している方に教育に関する「ＣＭ業務関連の活動」として、
CM業界に係わること、新たな取り組み、最近の情勢、地域性などの自由な寄稿をお願いし、
ご自身のお考えを提起いただきました。

会員 CMr 提言Part- II ［CPD認定対象記事］

■CMrになった理由
　CMの仕事に就いて2年が経過しました。こ
れまで、病院や老人ホーム、ホテル等のＣＭを
基本構想から施工段階まで一通り経験いたし
ました。
　CMrになる前は、建設会社で病院、ホテル、
マンション等の施工管理を担当していました。
最も心に残っている仕事は、新たな仮設工法
への挑戦です。その工法は、現場に屋根をかけ
て全天候型にし、それを油圧でクライミングさ
せることで、組み払しの手間を最小限にするも
のでした。今まで誰もやったことのないことを
手探りで、しかし着実に進め成功させた喜び
は、一生忘れられません。　
　大好きな施工管理の仕事を辞めることに
なったきっかけは、入社以来ずっと抱き続けて
きた『建設業界を変えたい』という思いがあっ
たからです。
　私は、建設会社の入社３年目に結婚・出産を
しており、今は小学生の子どもが2人います。
勤務時間が制限されてしまう子育て中でも、
将来工事長になるために親や家族に協力して
もらい、睡眠時間やプライベートの時間を削っ
て働いていました。しかし、周りの同僚たちが
辞めていく状況を見て、家族や自分を犠牲にし
た働き方は、今後ますます現場離れを促すの
ではないかと感じるようになりました。
　現場の作業員の方々の労働環境は、より深
刻です。家族を養うため、現場の工期を守るた
めに、長時間労働や休日出勤をしています。
表向きは週休二日制になっていますが、今の
給与体制（日給月給制）では、生活が不安定に
なる方も少なくありません。
　私は、このままではいずれ現場が成り立た
なくなるのではないかという不安を感じ、建設
業界そのものが変わる必要があると思い至っ
たのです。そこで、『建設業界を変えたい』とい
う思いの実現には、施工段階ではなく、プロ
ジェクトの川上の段階から参画する必要があ
ると考え、CMに転職することを決意しました。

弊社社長が入社面談の際に、同じ思いを語って
くださったことも、転職を後押ししました。
　弊社で学んだことの一部を紹介します。
・マインドマップを用い思考を整理し、物事を
進めること　
・ブランク資料を用いて、ストーリー性のある
提案書を作成する手法
・プロジェクトの成功は、建物の完成ではなく、
その建物がお客様のビジネスを成長させ安
定した経営につながること
■CMrとして取り組みたいこと
　今後、CMｒとして働く上で下記のことに取り
組みたいと考えております。
・新しい建設投資を通してお客様企業の発展
に貢献する
・プロジェクトにおける早期のリスクマネジメ
ントの実施
・誰もが働きたいと思える魅力ある建設業界
の創造
　経営改善をお客様と共に進めるためには、お
客様の業界の背景を理解し、自ら学ぶ必要があ
ると考えています。社会情勢についても常に把
握している必要があります。プロジェクトにお
ける早期のリスクマネジメントを実施し、工事
中断の可能性がある要素を洗いだし、適正工期
を提案することが出来ます。こうした動きが土
日作業や残業の多い建設業界を改善できると
考えています。誰もが働きたい魅力ある業界に
するためには、省力化や生産性が向上する工法
の積極的採用や、適正工期・適正コストを考え
プロジェクトを進めることで、誰もが誇れる働
きやすい環境が作れると思っております。
■おわりに
　お客様の要望を最大限に取り入れながら、
お客様のビジネスを成長させるためにどうす
べきかを共に考え、建設プロジェクトに関わる
ステークホルダーを大切にするCMｒになりた
いと考えています。そして、大胆かつ繊細な姿
勢で取り組み、魅力的な建設業界を実現した
いと思っております。

株式会社プラスＰＭ  CM部　冨田  千佳
　21世紀に入って飛躍的に発展してきたコン
ストラクション・マネジメント（以下、「CM」とい
う）業務が最近になってさらに多方面・多角的
に拡がりをみせ始めているように感じます。
　日本コンストラクション・マネジメント協会の
調べによると、2018年度において法人会員数
14社での売上高は13,603百万円でしたが、
2021年度には34社で34,533百万円と、わず
か3年間で約2.4倍に拡大しています。また、
協会員の構成はCM専業会社を中心に設計事
務所・建設会社から、さらには不動産会社・信
託銀行・経営コンサルティング会社などへと分
野的に拡がりを見せています。
　これらの企業がCM業務に参画する主な理
由は、プロジェクトの内容が建設事業にとどま
らず、土地の利活用検討・計画の事業性検討・
施設の複合化検討などへと、求められるＣＭ業
務内容が変化してきていることにあると思わ
れます。
　このような拡がりを生じている背景として
は、以前から言われている発注者における人
材不足が、官民を問わず事業の多角化に伴
い、分野においても数においても顕著になっ
てきていることを挙げることができます。
　CＭ業務が拡がりを見せている背景にはい
くつかの要因があるとは思いますが、ここでは
以下の三つの大きな括りで考えてみます。
　まず一つ目は「人」を軸に考えてみると、バ
ブル崩壊以降の不景気によって、発注者内部
の経験者や分野ごとの専門家の不足が際立っ
てきていることから、発注者が建設プロジェク
トの計画立案や発注管理などを担えない状況
が増えていることで、CM会社やコンストラク
ション・マネジャー（以下「CMｒ」という）に期待
される役割が拡がってきています。
　これまでCMｒは発注者を支援する立ち場で
プロジェクトの各段階に応じてCM業務を担っ
てきましたが、新しい傾向として、プロジェクト
の大型化・複雑化に伴って受注者からCMｒに
自らのプロジェクトマネジメント業務を委託

する動きも徐々にではありますが出てきてい
ます。
　二つ目に「建物」という視点で見ると、ひと昔
前であれば商業・庁舎・病院など単一建物への
マネジメントが対象でしたが、収益力向上を図
るための施設の複合化やPFI/PPPでの事業展
開、ESGやSDGｓへの取り組み、大規模化する
自然災害への対応（BCP）、働き方改革や
ニューノーマル時代に対応した建物など、建設
プロジェクトは高度化し、かつ複雑化してきて
います。そのためCM会社やCMｒに求められ
る業務内容は多方面かつ多分野に拡がりを見
せています。
　三つ目に社会構造の変化に対応した適切な
社会資本の提供を目指した2014年改正のい
わゆる「品確法」において、『公共工事の発注者
は自ら発注関係事務を適切に実施することが
困難であると認めるときは、発注関係事務の
全部又は一部を行うことができる者の能力を
活用するよう努めなければならない』とされ、
CM方式もその方策の一つとして推奨されて
おり、基本計画など事業の上流段階から活用
するケースが増えています。
　海外ではプロジェクト全体はプロジェクト・
マネジャー（以下、「PMｒ」という）が担い、CMｒ
はより限定された範囲での参画が一般的で
すが、日本ではCMｒがPMｒの役割をも担って
いるのが特徴的です。建設プロジェクトがま
すます高度化・複雑化するなかで、CMに求め
られる技術水準も専門化・細分化しＣＭｒ個人
ではなく組織としての対応が求められること
が増えてくると考えられます。CＭ業務が量
的な拡大だけではなく、求められる役割も拡
がるのはＣＭ界にとって歓迎すべきことです
が、反対にその役割を担える集団が偏ってい
くというCMの拡がりを阻害するリスクも存
在しています。
　今後は、このような課題を乗り越えてCMｒ
の活躍の場が拡がり、CＭ界がさらに発展でき
るようCMｒの一人として願っています。
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